
日光地域日光地域日光地域日光地域

日時：平成３０年１１月１９日（月）１８：００～日時：平成３０年１１月１９日（月）１８：００～日時：平成３０年１１月１９日（月）１８：００～日時：平成３０年１１月１９日（月）１８：００～

会場：日光総合会館会場：日光総合会館会場：日光総合会館会場：日光総合会館 大ホール大ホール大ホール大ホール

藤原地域藤原地域藤原地域藤原地域

日時：平成３０年１１月１４日（水）１８：００～日時：平成３０年１１月１４日（水）１８：００～日時：平成３０年１１月１４日（水）１８：００～日時：平成３０年１１月１４日（水）１８：００～

会場：藤原公民館（藤原行政センター）会場：藤原公民館（藤原行政センター）会場：藤原公民館（藤原行政センター）会場：藤原公民館（藤原行政センター）

説明用資料

本日の説明会概要

� 市長あいさつ

� 公共施設マネジメントについて（№20～25）

� 説明事項

� 文化会館等施設の方向性について（№26～35）

� 質疑応答・意見交換

� 市の長期財政収支見通しについて（№1～19）
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⻑期財政の収⽀⾒通しについて

（平成30年度～平成42年度）

日日日日 光光光光 市市市市

平成 30 年 11 月

１１１１
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１ 背 景

本市本市本市本市の財政の財政の財政の財政状況は・・・状況は・・・状況は・・・状況は・・・

（（（（歳入面）歳入面）歳入面）歳入面） 人口の減少や高齢化、市町村合併に伴う国の財政支援措置の終了

市税の減少、普通交付税の合併算定替の終了など

一般財源の確保が困難な状況

（歳出面（歳出面（歳出面（歳出面）））） ◇高齢化の進行に伴う社会保障関係経費の増加

◇合併特例債を活用した事業などによる公債費の増加

＋＋＋＋
新たな課題への対応

（公共施設マネジメント計画に基づく公共施設の統廃合や長寿命化の推進など）

財政運営の厳しさが増大

日日日日 光光光光 市市市市 ２２２２
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２ 策定目的等

総合計画総合計画総合計画総合計画のののの実現実現実現実現 ＋＋＋＋ 持続可能な行政経営の持続可能な行政経営の持続可能な行政経営の持続可能な行政経営の推進推進推進推進

長期的長期的長期的長期的な視点にな視点にな視点にな視点に立った立った立った立った収支収支収支収支見通しの策定の必要性見通しの策定の必要性見通しの策定の必要性見通しの策定の必要性

財政上財政上財政上財政上の指針として活用の指針として活用の指針として活用の指針として活用

歳入歳入歳入歳入に見合った歳出構造とする財政基盤のに見合った歳出構造とする財政基盤のに見合った歳出構造とする財政基盤のに見合った歳出構造とする財政基盤の確立確立確立確立

※収支見通しの位置づけ

職員・議会・市民との間で認識の共有化を図りながら、総合計画を財政的視点から

補完することにより、計画の実効性を高め、次期総合計画の策定における財政上の参考とする。

日日日日 光光光光 市市市市 ３３３３
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３ 推計方法等

◇◇◇◇推計期間推計期間推計期間推計期間

平成３０年度から平成４２年度までの１３年間

（第３次日光市総合計画前期基本計画期間終了まで）

◇◇◇◇前提条件前提条件前提条件前提条件

（１） 現行制度及び現時点で判明している制度改正等を踏まえ推計

（２） 平成３１年１０月からの消費税引き上げを見込み推計

（３） 平成２７年８月に策定した「日光市人口ビジョン」において推計した将来人口を

踏まえ推計

（４）平成２９年度の決算を踏まえ、歳入・歳出それぞれの項目ごとに推計

※本推計は、今後の収支の増減の要因を考慮しつつ、一定の仮定に基づいて試算

したものであり、今後の状況の変化を反映するため定期的に見直し（ローリング）を

図っていくものとする。

日日日日 光光光光 市市市市 ４４４４
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４ 歳入項目のシミュレーション（その１）

◇◇◇◇歳歳歳歳 入入入入（主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）

○市 税

税目ごとに過去の実績や平成29年度決算額をベースに人口減少等の影響により減少
傾向で推移

○地方譲与税及び交付金

・地方消費税交付金・・・・・・・消費税引き上げにより平成32年度までは増加、その後は
減少傾向で推移

・自動車取得税交付金・・・・・平成31年10月の消費税10％への引き上げに伴い廃止
・その他の交付金等・・・・・・・平成29年度決算額及び平成30年度の地方財政計画を

ベースに横ばいあるいは微減で推移

○地方交付税

・普通交付税・・・・・・合併特例債、臨時財政対策債の償還における公債費の事業費

補正の影響により平成35年度までは増加、その後は事業費補正
分が減額に転じることから、減少傾向で推移

・特別交付税・・・・・・12億円～13億円程度で推移するものとして推計

日日日日 光光光光 市市市市 ５５５５
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４ 歳入項目のシミュレーション（その２）

◇◇◇◇歳歳歳歳 入入入入 （主なもの）（主なもの）（主なもの）（主なもの）

○国・県支出金

歳出における扶助費や普通建設事業に対する事業費に連動し、減少傾向で推移

○繰入金

・各年度における財源調整として財政調整基金の取り崩しを計上

・公債費償還の財源としてや減債基金の取り崩しを計上

・公共施設マネジメント計画に基づく施設の統廃合や長寿命化事業の財源として

合併振興基金の取り崩しを計上

○地方債

・臨時財政対策債分・・・・・平成30年度算定額ベースで推移するものとして推計
・普通建設事業分

▶平成34年度まで・・・・・現行制度を前提に最新の事業計画に基づき推計
▶平成35年度以降・・・・・事業費の縮小に伴い減少傾向で推移

日日日日 光光光光 市市市市 ６６６６
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５ 歳入項目のシミュレーション（数値編）

【歳入】 （単位：百万円）

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42

市                   税 13,334 13,534 13,473 13,438 13,391 13,323 13,286 13,192 13,115 13,019 12,912 12,816 12,730 12,630 12,530

地方譲与税及び交付金 2,217 2,333 2,404 2,559 2,671 2,636 2,604 2,571 2,539 2,506 2,477 2,445 2,415 2,385 2,356

地  方  交  付  税 9,920 9,683 9,312 9,554 9,669 9,756 9,745 9,751 9,575 9,420 9,324 9,235 9,107 8,901 8,760

国 ・ 県 支 出 金 7,766 7,356 7,513 7,001 7,265 7,121 7,010 6,999 6,988 6,953 6,850 6,830 6,810 6,790 6,770

繰       入       金 698 703 1,096 826 867 1,420 1,420 1,342 1,343 1,320 852 236 170 170 170

地       方       債 5,702 8,213 8,828 4,902 5,257 5,193 3,818 2,854 2,854 2,854 2,577 2,577 2,577 2,577 2,577

そ       の       他 5,049 4,666 5,399 4,546 4,101 3,697 3,617 3,528 3,396 3,308 3,264 3,199 3,158 3,158 3,158

歳入合計 44,686 46,488 48,025 42,826 43,221 43,146 41,500 40,237 39,810 39,380 38,256 37,338 36,967 36,611 36,321

区　　分
第２次日光市総合計画　前期基本計画期間 第２次日光市総合計画　後期基本計画期間 第３次日光市総合計画　前期基本計画期間

日日日日 光光光光 市市市市 ７７７７
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６ 歳入の見通しにおける特徴

日日日日 光光光光 市市市市 ８８８８

◇◇◇◇主要な一般財源である主要な一般財源である主要な一般財源である主要な一般財源である市税市税市税市税及び譲与税・交付金・及び譲与税・交付金・及び譲与税・交付金・及び譲与税・交付金・交付税交付税交付税交付税が減少が減少が減少が減少

（（（（H29）））） 255億円億円億円億円 →  （（（（H42））））236億円億円億円億円 （△（△（△（△ 19億億億億円、△円、△円、△円、△ 7.5%））））
◇◇◇◇特定財源である国・県支出金及び市債は歳出の縮小に伴い減少特定財源である国・県支出金及び市債は歳出の縮小に伴い減少特定財源である国・県支出金及び市債は歳出の縮小に伴い減少特定財源である国・県支出金及び市債は歳出の縮小に伴い減少

（（（（H29）））） 156億円億円億円億円 →  （（（（H42）））） 94億億億億円円円円 （△（△（△（△ 62億億億億円、△円、△円、△円、△ 39.7%））））

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42

133 135 135 134 134 133 133 132 131 130 129 128 127 126 125 

121 120 117 121 123 124 123 123 121 119 118 117 115 113 111 

78 74 75 70 73 71 70 70 70 70 69 68 68 68 68 

57 
82 88 

49 53 52 
38 29 29 29 26 26 26 26 26 

57 

54 
65 

54 50 51 
50 

49 47 46 
41 34 33 33 33 

市税 譲与税・交付金・交付税 国・県支出金 市債 その他

（億円）



www.***.comFeel so good!! 暮らして満足暮らして満足暮らして満足暮らして満足 訪ねて納得訪ねて納得訪ねて納得訪ねて納得 自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち

７ 歳出項目のシミュレーション

◇歳◇歳◇歳◇歳 出出出出 （（（（主なもの）主なもの）主なもの）主なもの）

○義務的経費

・人件費・・・・平成32年度の会計年度任用職員制度導入により一時的に増加し、
その後は職員数の削減などにより、減少傾向で推移

・扶助費・・・・過去の実績をベースに老年人口がピークを迎える平成32年度まで
増加し、その後は減少傾向で推移

・公債費・・・・今後の市債発行見込額を積み上げて推計し、平成35年度をピークに
その後は減少傾向で推移

○物 件 費

財政健全化に向けた歳出の削減や公共施設マネジメント計画に基づく公共施設の

統廃合などによる影響を反映し、減少傾向で推移

○繰 出 金

各特別会計における公債費の償還状況や事業費の見込額を勘案して推計し、

平成32年度をピークに減少傾向で推移
○普通建設事業費

平成34年度までは・・・・・・想定される建設事業を計上
平成35年度～37年度までは・・・・・・30億円程度の事業費の規模で推移
平成38年度～42年度までは・・・・・・25億円程度の事業費の規模で推移

日日日日 光光光光 市市市市 ９９９９
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８ 歳出項目のシミュレーション（数値編）

日日日日 光光光光 市市市市 １０１０１０１０

【歳　出】 （単位：百万円）

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42

人 件 費 8,369 8,163 8,095 8,035 8,175 8,125 8,075 8,025 7,975 7,925 7,875 7,825 7,775 7,725 7,675

扶 助 費 6,979 7,013 6,838 6,882 6,925 6,899 6,872 6,845 6,819 6,793 6,754 6,717 6,679 6,641 6,604

公 債 費 4,956 5,067 5,265 5,689 5,840 6,082 6,261 6,286 6,094 5,856 5,641 5,502 5,337 4,879 4,528

物 件 費 6,591 6,760 6,907 6,870 6,865 6,745 6,705 6,735 6,695 6,655 6,605 6,565 6,525 6,485 6,445

繰 出 金 4,222 4,225 4,385 4,436 4,468 4,416 4,404 4,392 4,380 4,368 4,352 4,330 4,313 4,297 4,280

普 通 建 設 事 業 費 6,695 8,493 10,062 4,867 5,617 5,638 4,121 3,050 3,050 3,050 2,530 2,530 2,530 2,530 2,530

そ       の       他 5,085 5,136 5,300 5,124 4,812 4,782 4,692 4,666 4,647 4,627 4,458 4,444 4,429 4,415 4,401

歳 出 合 計 42,896 44,857 46,852 41,903 42,702 42,687 41,130 39,999 39,660 39,274 38,215 37,913 37,588 36,972 36,463

区　　分
第２次日光市総合計画　前期基本計画期間 第２次日光市総合計画　後期基本計画期間 第３次日光市総合計画　前期基本計画期間
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９ 歳出の見通しにおける特徴

日日日日 光光光光 市市市市 １１１１１１１１

◇人件費や扶助費、公債費などの義務的経費の減少◇人件費や扶助費、公債費などの義務的経費の減少◇人件費や扶助費、公債費などの義務的経費の減少◇人件費や扶助費、公債費などの義務的経費の減少

○人件費○人件費○人件費○人件費 （（（（H29）））） 82億円億円億円億円 →   （（（（H42）））） 77億円億円億円億円 （△（△（△（△ 5億円、億円、億円、億円、 △△△△ 6.1%））））
○扶助費○扶助費○扶助費○扶助費 （（（（H29）））） 70億円億円億円億円 →   （（（（H42）））） 66億円億円億円億円 （△（△（△（△ 4億円億円億円億円、、、、 △△△△ 5.7%））））

○公債費○公債費○公債費○公債費 （（（（H29）））） 51億円億円億円億円 →   （（（（H42）））） 45億円億円億円億円 （△（△（△（△ 6億円、億円、億円、億円、 △△△△ 11.8%））））

計計計計 （（（（H29）））） 203億億億億円円円円 →   （（（（H42）））） 188億億億億円円円円 （△（△（△（△ 15億億億億円円円円、、、、 △△△△ 7.4%））））
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10収支の見通し

日日日日 光光光光 市市市市 １２１２１２１２

◇◇◇◇ 平成平成平成平成３８年度までの形式収支は、財政調整基金や減債基金、合併振興基金３８年度までの形式収支は、財政調整基金や減債基金、合併振興基金３８年度までの形式収支は、財政調整基金や減債基金、合併振興基金３８年度までの形式収支は、財政調整基金や減債基金、合併振興基金のののの

取り崩し取り崩し取り崩し取り崩しにより黒字となるものの、年々その額はにより黒字となるものの、年々その額はにより黒字となるものの、年々その額はにより黒字となるものの、年々その額は減少減少減少減少傾向傾向傾向傾向で推移で推移で推移で推移

◇◇◇◇ 平成平成平成平成３９年度には収支が３９年度には収支が３９年度には収支が３９年度には収支が逆転逆転逆転逆転

◇◇◇◇ 平成平成平成平成４２年度までの累積収支不足額は約１７億円となる４２年度までの累積収支不足額は約１７億円となる４２年度までの累積収支不足額は約１７億円となる４２年度までの累積収支不足額は約１７億円となる見込み見込み見込み見込み

【収支】 （単位：百万円）

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42

歳              入 44,686 46,488 48,025 42,826 43,221 43,146 41,500 40,237 39,810 39,380 38,256 37,338 36,967 36,611 36,321

歳              出 42,896 44,857 46,852 41,903 42,702 42,687 41,130 39,999 39,660 39,274 38,215 37,913 37,588 36,972 36,463

形    式   収   支 1,790 1,631 1,173 923 519 459 370 238 150 106 41 △ 575 △ 621 △ 361 △ 142

収 支 不 足 累 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 △ 575 △ 1,196 △ 1,557 △ 1,699

区　　分
第２次日光市総合計画　前期基本計画期間 第２次日光市総合計画　後期基本計画期間 第３次日光市総合計画　前期基本計画期間
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11主な基金残高（市の貯金）の推移

日日日日 光光光光 市市市市 １３１３１３１３

◇◇◇◇今後今後今後今後も収支不足などを補うため取崩しが必要となり枯渇する懸念も収支不足などを補うため取崩しが必要となり枯渇する懸念も収支不足などを補うため取崩しが必要となり枯渇する懸念も収支不足などを補うため取崩しが必要となり枯渇する懸念

○財政調整基金○財政調整基金○財政調整基金○財政調整基金 （（（（H29）））） 41億円億円億円億円 →    （（（（H38）））） 0億円億円億円億円
○減債基金○減債基金○減債基金○減債基金 （（（（H29）））） 12億円億円億円億円 →    （（（（H38）））） 0億円億円億円億円
○合併振興基金○合併振興基金○合併振興基金○合併振興基金 （（（（H29）））） 34億円億円億円億円 →    （（（（H39）））） 0億円億円億円億円
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（億円）

www.***.comFeel so good!! 暮らして満足暮らして満足暮らして満足暮らして満足 訪ねて納得訪ねて納得訪ねて納得訪ねて納得 自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち

12市債残高（市の借金）の推移

日日日日 光光光光 市市市市 １４１４１４１４

◇◇◇◇今後今後今後今後の市債の市債の市債の市債残高は残高は残高は残高は、平成３０年度をピークに、平成３０年度をピークに、平成３０年度をピークに、平成３０年度をピークに逓減逓減逓減逓減

○臨時財政対策債○臨時財政対策債○臨時財政対策債○臨時財政対策債 （（（（H29））））207億円億円億円億円→（（（（H42））））192億円（△億円（△億円（△億円（△ 15億円、△億円、△億円、△億円、△ 7.2%））））
○合併特例債○合併特例債○合併特例債○合併特例債 （（（（H29））））223億億億億円円円円→（（（（H42）））） 68億億億億円（△円（△円（△円（△155億億億億円、円、円、円、△△△△69.5%））））
○通○通○通○通 常常常常 債債債債 （（（（H29））））154億億億億円円円円→（（（（H42）））） 89億億億億円（円（円（円（△△△△ 65億円、億円、億円、億円、△△△△42.2%））））
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13今後の財政運営の基本的な考え方
◇◇◇◇市民の市民の市民の市民の皆様に皆様に皆様に皆様に市の財政状況を市の財政状況を市の財政状況を市の財政状況をお知らせし、お知らせし、お知らせし、お知らせし、市政への関心・理解を深めて市政への関心・理解を深めて市政への関心・理解を深めて市政への関心・理解を深めて

もらうことが重要もらうことが重要もらうことが重要もらうことが重要

◇◇◇◇ 『強い日光創り』に向けた取組を推進し、財政運営の透明性の確保に努めて『強い日光創り』に向けた取組を推進し、財政運営の透明性の確保に努めて『強い日光創り』に向けた取組を推進し、財政運営の透明性の確保に努めて『強い日光創り』に向けた取組を推進し、財政運営の透明性の確保に努めて

いくいくいくいくことがことがことがことが必要必要必要必要

【強い日光創りに向けた取組事例】【強い日光創りに向けた取組事例】【強い日光創りに向けた取組事例】【強い日光創りに向けた取組事例】

日日日日 光光光光 市市市市 １５１５１５１５

（１）歳入の確保
①徴収率・収納率の向上 ②受益者負担の適正化
③未利用財産の処分及び利活用 ④新たな財源の確保
⑤財政調整基金の恒常的な取崩し抑制と
一定規模の残高の確保

（２）歳出の抑制
①職員人件費の抑制 ②経常経費の総額抑制
③補助金の整理合理化 ④特別会計繰出金の適正化
⑤市単独建設事業（インフラ整備）の総量圧縮 ⑥公共施設マネジメント計画の早期実現
⑦既存事業の廃止・統廃合を含めた整理 ⑧新規事業創設の際の財源確保

（既存事業の廃止・縮小、または新たな歳入
確保により実施）

（３）その他
①わかりやすい財政状況の提供 ②市債残高の圧縮

（償還元金ベースでのプライマリーバランス）
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参 考 資 料

日日日日 光光光光 市市市市 １６１６１６１６
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14主な財政用語の解説（その１）
◇◇◇◇合併特例債合併特例債合併特例債合併特例債

平成の大合併による新市町村建設計画の事業費として特例的に起債できる地方債。

事業費の95％に充当でき、国が返済の70％を負担。

◇◇◇◇地方消費税交付金地方消費税交付金地方消費税交付金地方消費税交付金

地方消費税の一部を財源として、県が人口及び従業者数で按分して、市に対して交付

するもの。

◇◇◇◇自動車取得税交付金自動車取得税交付金自動車取得税交付金自動車取得税交付金

自動車取得税の一部を財源として、県が市道の延長や面積で按分して、市に対して交付

するもの。

◇◇◇◇地方交付税地方交付税地方交付税地方交付税

全国的に一定の行政水準を確保するために、国が行う地方財政調整制度。

地方税収入の不均衡による地方公共団体間の財政力格差を調整するもので、自治体

独自の判断で使える一般財源として交付。

◇◇◇◇一般財源一般財源一般財源一般財源

使途が特定されていない財源。主なものとして、市税、地方交付税、地方譲与税など。

◇◇◇◇特定特定特定特定財源財源財源財源

用途が特定される財源。主なものとして国・県支出金、市債など。

日日日日 光光光光 市市市市 １７１７１７１７
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14主な財政用語の解説（その２）
◇扶助費◇扶助費◇扶助費◇扶助費

社会保障制度の一環として、児童・高齢者・障害者・生活困窮者などに対して国や

地方公共団体が行う支援に要する経費。生活保護費・児童手当など。

◇◇◇◇公債費公債費公債費公債費

地方公共団体が発行した地方債の元利償還等に要する経費。

◇◇◇◇普通建設普通建設普通建設普通建設事業費事業費事業費事業費

道路、学校、公園などの公共施設の建設や用地取得などの投資的経費。

◇◇◇◇物件費物件費物件費物件費

人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外の地方公共団体が支出する消費的性質の

経費の総称。具体的には、職員旅費や備品購入費、委託料など。

◇繰出金◇繰出金◇繰出金◇繰出金

一般会計と特別会計、または特別会計間で支出される経費。

一般会計から、介護保険事業会計・国民健康保険事業会計・地方公営企業会計などに

対して繰り出される負担金など。

◇◇◇◇形式収支形式収支形式収支形式収支

歳入決算総額から歳出決算総額を差し引いた歳入歳出差引額。

日日日日 光光光光 市市市市 １８１８１８１８
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14主な財政用語の解説（その３）
◇◇◇◇財政財政財政財政調整基金調整基金調整基金調整基金

地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための基金。

◇◇◇◇減債減債減債減債基金基金基金基金

市債（借金）の償還を計画的に行うための基金。

◇◇◇◇合併合併合併合併振興基金振興基金振興基金振興基金

地域振興や、公共施設の適正配置、長寿命化のための事業費に充てる基金。

◇◇◇◇臨時臨時臨時臨時財政対策債財政対策債財政対策債財政対策債

地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費にも充てられる

地方財政法第5条の特例として発行される市債。

◇経常経費◇経常経費◇経常経費◇経常経費

毎年度連続して固定的に支出される経費。主なものとして、人件費、物件費、扶助費及び

公債費など。

◇◇◇◇プライマリーバランスプライマリーバランスプライマリーバランスプライマリーバランス

公債費関連の歳入・歳出を除いた歳入と歳出のバランスをみるもので、基礎的財政収支

ともいう。

日日日日 光光光光 市市市市 １９１９１９１９
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公共施設マネジメントについて

日日日日 光光光光 市市市市 ２０２０２０２０

≪公共施設（ハコモノ）の保有状況≫

学校教育

系施設

３９％

市営

住宅

２１％

総延床面積：53.９万㎡（H28.４.1現在）

庁舎など

文化会館など

７％

６％

クリーンセンタ
ーなど

その他

１４％観光施設
４％

５％

スポーツ施設
４％

・・・市民一人当たり：6.086.086.086.08㎡㎡㎡㎡

【保有内訳】

全国平均全国平均全国平均全国平均
の約の約の約の約1.8倍倍倍倍

合併に伴う

施設整備
高度成長期（都市基盤の整備）

昭和の合併

施設数では約６３４施設

２１２１２１２１

学校教育系施設と市営

住宅で６０６０６０６０％％％％を占めて

います。

老朽化した施設は老朽化した施設は老朽化した施設は老朽化した施設は、、、、今後いっせいに大規模な改修や建て替えが必要となります今後いっせいに大規模な改修や建て替えが必要となります今後いっせいに大規模な改修や建て替えが必要となります今後いっせいに大規模な改修や建て替えが必要となります。。。。

老朽化が進む施設を過大に抱えています。
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≪日光市を支える人口の見通し≫

○日光市の人口推移及び将来予測

２２２２２２２２

人口が急激に減少します。

生産年齢人口（15歳～64歳）割合：５３％

平成30年時点から1万9千人減少と予測

高齢者人口割合：38％

（2.5人に１人が高齢者）になると予測

平成42年：６万６千人

平成30年時点から約２万３千人減少

と予測

生産年齢生産年齢生産年齢生産年齢人口人口人口人口(働く人働く人働く人働く人））））のののの減少は減少は減少は減少は、、、、税収の減少にもつながります税収の減少にもつながります税収の減少にもつながります税収の減少にもつながります。。。。

少子高齢化が進み少子高齢化が進み少子高齢化が進み少子高齢化が進み、、、、社会保障費社会保障費社会保障費社会保障費（（（（医療医療医療医療・・・・福祉等費用福祉等費用福祉等費用福祉等費用））））の負担割合が増加しますの負担割合が増加しますの負担割合が増加しますの負担割合が増加します。。。。
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市税 地方交付税 その他一般財源 市債 国庫支出金 県支出金 その他特定財源

≪財政状況：お金の見通し≫

○歳入推移及び将来予測

２３２３２３２３

一般財源一般財源一般財源一般財源（市が自由に使えるお金）（市が自由に使えるお金）（市が自由に使えるお金）（市が自由に使えるお金）

も減少傾向も減少傾向も減少傾向も減少傾向

今後見込まれる多額の支出に対し、収入の増加は見込めません。

人口減少等による税収の

減収や合併に伴う財政上

の優遇措置の段階的終了

○人口等とサービスのバランスのイメージ

・人口

・財源

・公共施設の

更新維持管理費

・少子高齢化扶助費

使えるお金が減っていくのだから、使い道の配分
も変える必要があるんじゃの・・

ギャップが

大きいほど

将来負担も

大きくなる



２２２２４４４４

○施設に使えるお金と将来かかる費用の比較

公共施設の維持更新に必要なお金が今後不足します。

現在市が保有する

施設を、同じ規模

のまま改修または

建替えようとした

時に必要なお⾦

年間
47.6億円不足

不足額を面積に換算すると

約65％の施設を

更新更新更新更新（（（（建建建建てててて替替替替ええええ））））できませんできませんできませんできません。。。。

65％
35％

（35万㎡万㎡万㎡万㎡）

今後、施設の改修、

建替えに使えるお⾦

必要性の高い公共施設

まで良好な状態で保て

なくなることに・・

このまま何も方策を考えないと・・・

市民1人当たりの負担

が増加します

1人当り
6.08㎡

5.85.85.85.8

万円／人万円／人万円／人万円／人

現在（（（（HHHH30303030））））

10.910.910.910.9

万円／人万円／人万円／人万円／人

1人当り

8.01㎡

将来（20年後）

今保有している全ての施設を残そ

うとして、無理に借⾦をすれば、

子供たちや孫の世代に大きな負担

を押し付けることに！

5.5.5.5.１１１１

万円増万円増万円増万円増

このため、「公共施設マネジメント計画（※）」で定めた、公共施設適正化の全体目標

『『『『次の世代の負担を減らす適正な公共施設を目指して次の世代の負担を減らす適正な公共施設を目指して次の世代の負担を減らす適正な公共施設を目指して次の世代の負担を減らす適正な公共施設を目指して』』』』並びに以下３つの基本方針

１１１１．．．．コストをコストをコストをコストを圧縮圧縮圧縮圧縮するするするする、、、、２２２２．．．．ハコモノをハコモノをハコモノをハコモノを減減減減らすらすらすらす、、、、３３３３．．．．サービスのサービスのサービスのサービスの最適化最適化最適化最適化をををを図図図図るるるる

に基づき、計画の先導的モデル事業として位置づけた文化会館施設等の集約検討等、公共施

設の適正化に向けて取り組んでいます。

※「公共施設マネジメント計画」とは・・公共施設の総量及びそれに係る維持管理や更新費⽤を市の
身の丈（人口や財政規模）にあった適正水準とし、市の将来を担う次の世代の過度な負担とならない
よう取り組むための、公共施設の有効活用と改善に向けた基本方針や改善の方策をまとめたもので、
平成27年8月に策定しました。 ２５２５２５２５



Feel so good!! 暮らして満足暮らして満足暮らして満足暮らして満足 訪ねて納得訪ねて納得訪ねて納得訪ねて納得 自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち自然と笑顔になれるまち

文化会館等施設の方向性について

日日日日 光光光光 市市市市 ２６２６２６２６

今市文化会館今市文化会館今市文化会館今市文化会館（昭和５（昭和５（昭和５（昭和５１１１１年築）年築）年築）年築）

日光総合会館日光総合会館日光総合会館日光総合会館（昭和４７年築）（昭和４７年築）（昭和４７年築）（昭和４７年築）

藤原藤原藤原藤原総合文化会館総合文化会館総合文化会館総合文化会館（昭和４８年築）（昭和４８年築）（昭和４８年築）（昭和４８年築）

いずれも老朽化が進む
１０００人規模の

ホール機能を有した
文化会館施設

延床面

積

（㎡）

構造 階数
耐震化

（Is値）
席数

5,679 RC
地上2

地下1

未実施
（0.65）

868

延床面積

（㎡）
構造 階数

耐震化（Is

値）
席数

3,158 RC
地上3

地下1

未実施

（0.4）
1222

延床面積

（㎡）
構造 階数

耐震化（Is

値）
席数

3,742 SRC
地上4

地下1
実施済み 1066

２７２７２７２７

文化会館等３施設についての市の考え方をご説明します。文化会館等３施設についての市の考え方をご説明します。文化会館等３施設についての市の考え方をご説明します。文化会館等３施設についての市の考え方をご説明します。

≪≪≪≪集約検討対象施設集約検討対象施設集約検討対象施設集約検討対象施設≫≫≫≫



≪≪≪≪現状・課題現状・課題現状・課題現状・課題≫≫≫≫

◆人口８万３千人の市が1,000人規模のホール機能を有する老朽化した施設を

３つ保有している。

◆ホール機能を有する施設は、更新（改修・建替費用）に伴う事業費や、

施設の維持管理費（光熱水費等）も含め多額な費用が必要になる。

◆今後も今までと同じように文化会館施設等を維持していくことは、財政的に

非常に困難である。

≪≪≪≪対対対対 応応応応≫≫≫≫

◆各施設が整備されてきた背景、地域発展に寄与してきた歴史的な価値や存在

意義等も認識した上で、直近に迫る各施設の更新時期を見据え、１館に集約

することを前提に、集約の仕方等を平成２８年度から市役所内部で検討して

きました。

≪≪≪≪検討結果検討結果検討結果検討結果≫≫≫≫

ＳＴＥＰ１：低利⽤かつ未耐震である⽇光総合会館と藤原総合⽂化会館の早期

廃止について調整します。

ＳＴＥＰ２：新たな文化会館施設整備のあり方については、平成３０年度中を

目途に庁内の考え方を調整します。

２８２８２８２８

STEP１の判断に至った経緯、理由等についてご説明します。

Ｑ なぜ、今、日光総合会館と藤原総合文化会館を廃止の対象と考えているの？

【物理的状況】建物の状態から評価すると・・

≪現状と課題≫

☞３館とも建築後４０年以上を経過し、建物や設備等の更新時期となっている。

☞「日光」と「藤原」は、社会教育施設等として使用する官庁施設に求める国の

耐震基準を満たしていない。

既存施設のいずれかを改修して使用する場合、未耐震施設については、

⻑寿命化のための改修と合わせ耐震化の⼯事が必要になることから、

日光、藤原を集約先として選択することは難しい。

建築年度 築後年 延床面積
（㎡）

構造 階数
耐震化
（Iｓ値） 席数

今市文化会館 1976 42 3,742 SRC 地上4、地下1 実施済み
1,066

日光総合会館 1972 46 5,679 RC 地上2、地下1 未実施未実施未実施未実施（（（（0.65））））
868

藤原総合文化会館 1973 45 3,158 RC 地上３、地下1 未実施未実施未実施未実施（（（（0.4））））
1,222

２９２９２９２９



●ホールの入場者数別利用状況（平成 23 年度～平成 27 年度の５年間の平均） 

 今市文化会館 日光総合会館 藤原総合文化会館 計  

1000 人以上 １３件 ３件 １件 １７件  

400 人以上 1000 人未 満 ２９件 ９件 ５件 ４３件  

400 人未満  １２８件  １１１件  ３１件  ２７０件  

 

【利⽤状況】

（利⽤状況はＨ27年度調査結果）

400400400400人未満の利用件数の中には、学校吹奏楽の練習、講演等のリハーサ人未満の利用件数の中には、学校吹奏楽の練習、講演等のリハーサ人未満の利用件数の中には、学校吹奏楽の練習、講演等のリハーサ人未満の利用件数の中には、学校吹奏楽の練習、講演等のリハーサ

ルや準備等少人数での利用もルや準備等少人数での利用もルや準備等少人数での利用もルや準備等少人数での利用も1111件とカウントしています。件とカウントしています。件とカウントしています。件とカウントしています。

３０３０３０３０

≪現状と課題≫

①現利⽤状況や将来的な⼈⼝予測等を考慮し、1000人規模の施設3つを維持する

必要性が低い。

②３つのうち、日光、藤原のホール利⽤率は、近年低い状況にあるため、施設保

有のあり⽅を⾒直すべき。

� 3施設全体、施設ごとの利用でも４００

人以上から1,000人の規模の利用につい

ては、約５％に満たない。

施設を使用している間は、多くの施設維持費用がかかり

続けることを考慮すると、「早期に施設機能を集約」することで

「維持管理費⽤の削減効果」が高まる。

【コスト状況】施設改修費と維持管理費を含めた費⽤⾯から考察すると・・・

○既存文化会館等を今後20年間維持・改修等した場合のトータルコスト （単位：百万円）

3,276 
2,196 

1,259 

6,732 

2,455 

1,752 

1,411 

5,618 

0
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4,000
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10,000

12,000

14,000

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

改修費

≪現状と課題≫ 施設の改修費等更新費用＋維持管理費用が高額となる。

※ランニングコストとは・・

施設（建物）を維持・運用するためにか

かる費用のこと。（光熱水費や人件費、

燃料費、保全点検、保険、修繕費用等で

構成されている。）

3施設全てを20年間使用し

続けた場合、かかる総額

施設維持に20

年間で24億5

千万円／年間年間年間年間

約約約約1111億億億億2222千万円千万円千万円千万円

かかっている

施設維持に20

年間で17億5

千万円／年間年間年間年間

約約約約8,7008,7008,7008,700万円万円万円万円

かかっている

施設維持に20

年間で14億１

千万円／年間年間年間年間

約約約約7,0007,0007,0007,000万円万円万円万円

かかっている

今市文化会館 日光総合会館 藤原総合文化会館 3館合計

57.31億円

39.48億円

26.7億円

123.5億円

３１３１３１３１



Ｑ 利用率が低いとは言っても、今利用しているものはどうするの？

日光総合会館、藤原総合文化会館の主な代替施設として、以下のような既存施設を

想定しています。

（※この他、今後の具体的な調整の中で、更なる代替可能施設の調整等を

⾏い、利⽤者へ周知して参ります。）

・ホール利用の行事・イベ
ントの代替

■今市文化会館大ホール

■中央公民館中ホール

■ニコニコ本陣多目的ホール

■日光体育館

■民間宿泊施設（ホテル・旅館等）内コンベンション

ホール

・会議、講演等利用の代替 【日光地域】■日光行政センター内会議室

■交流促進センター研修室

■日光消防署２階会議室 等

■田母沢御用邸研修ホール（県有施設）

【藤原地域】■藤原行政センター内会議室、

■民間宿泊施設（ホテル・旅館等）

３２３２３２３２

Ｑ 廃止された場合、それぞれ施設の跡地はどうなるの？

≪≪≪≪⺠間からの発想・資⾦等を活⽤して跡地の有効活⽤を検討します≫≫≫≫

民間事業者との対話（意見交換）を通し、跡地活用に対して様々なア

イデアや意見・提案を把握する調査を実施します。

⺠間の発想等活⽤（サウンディング型市場調査実施）

市民の皆さまの意見も伺いながら地域に必要なもの、量を検討市民の皆さまの意見も伺いながら地域に必要なもの、量を検討市民の皆さまの意見も伺いながら地域に必要なもの、量を検討市民の皆さまの意見も伺いながら地域に必要なもの、量を検討

※事業検討の早い段階で、跡地を魅力的で最大限有効

に活用する方策を検討。

事業発案

民間事業者との対話民間事業者との対話民間事業者との対話民間事業者との対話

（サウンディング）（サウンディング）（サウンディング）（サウンディング）

事業化検討 事業者選定 事業実施

•市場性の有無や実現可能性の把握

•アイデアの収集

•⾏政だけでは気づきにくい課題の把握

•⺠間事業者の参⼊意欲、公募条件の把握

跡地活用跡地活用跡地活用跡地活用

３３３３３３３３



跡地整備等にあたっては、市が整備・整備後の管理を行うのではなく市が整備・整備後の管理を行うのではなく市が整備・整備後の管理を行うのではなく市が整備・整備後の管理を行うのではなく、、、、

整備費及び整備後の管理運営も含め民間事業者による持続可能な施設の民間事業者による持続可能な施設の民間事業者による持続可能な施設の民間事業者による持続可能な施設の

整備方法を検討します。整備方法を検討します。整備方法を検討します。整備方法を検討します。

⺠間資⾦等の活⽤

■ これまでのサービス提供

使用料・利用料

施設整備

施設整備・運営

利用料等

利用料等

事業契約

≪独立採算型≫

≪混合型≫

サービス購入料

⺠間事業者

⺠間事業者

利⽤者

日光市

日光市

利⽤者

利⽤者

公共サービス提供

■ 民間活力によるサービス提供

サービス提供

サービス提供

施設整備・運営

事業契約

日光市

≪混合型≫

３４３４３４３４

行政経営部 管財課公共施設マネジメント推進室

☎0288-21-5132 E-mail：kanzai@city.nikko.lg.jp

ご静聴ありがとうございました。

日光市公共施設マネジメント 検索

３５３５３５３５

行政経営部 財政課 財政係

☎0288-21-5162 E-mail：zaisei@city.nikko.lg.jp


